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令和８年第２回七飯町総合教育会議 

令和 ８ 年 ５ 月１９日（火曜日）午後４時２５分開会 

                                  

○報告 

（１）七飯町立学校の教員職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画の策定につい

て 

○議事 

協議事項 

（１）令和８年度七飯町教育行政方針について 

                                      

○出席委員（６名） 

町  長  杉 原   太    教 育 長  俉 楼   司 

教育委員  加屋本   旬    教育委員  信 夫 恵美子 

教育委員  木 村   希    教育委員  財 津 英 明 

                                                                       

○本会議の書記・説明員 

   事務局・説明員  中 村 雄 司（総務課長） 

   事務局・説明員  髙 橋   俊（総務課総務係主査） 

説  明  員  磯 場 嘉 和（教育委員会教育監兼教育総務課長） 

説  明  員  柴 田   憲（教育委員会学校教育課長） 

説  明  員  花 巻   亘（教育委員会生涯教育課長） 

説  明  員  髙 橋 雅 貴（教育委員会スポーツ振興課長） 

説  明  員  福 永 崇 弘（教育委員会学校給食センター長） 

説  明  員  真 勢 隆 幸（教育委員会教育総務課庶務係長） 

説  明  員  村 越 睦 実（教育委員会教育総務課庶務係主査） 

                                      

○会議運営要項第９条の規定により指名された議事録署名委員 

教 育 委 員  財 津 英 明 
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午後４時２５分 開会 

                    

１ 開会 

                                       

●事務局（総務課長） 

皆様、お疲れ様でございます。それでは、

委員の皆様もお揃いでございますし、若干

定刻よりも早いんですけれども、令和８年

第２回七飯町総合教育会議を開催いたしま

す。私は総務課長の中村と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

着席にて進行させていただきたいと思い

ます。 

会議は原則公開でありますが、案件によ

っては、非公開とする場合もあります。傍聴

者の皆さんにおかれましては、配付いたし

ました七飯町総合教育会議運営要項第７条

第３項の規定により、教育委員会傍聴人規

則に準じ、第４条に規定してあります行為

をしてはならないとなっておりますので、

ご理解、ご協力をお願いします。 

また、会議終了後に議事録を作成し、公表

することに努めなければならないことから、

この会議を招集いたしました町長とこの会

議で指名いたしました署名委員のご署名を

いただいた後、公表することにしたいと思

います。 

                                       

２ 町長挨拶 

                                       

●事務局（総務課長） 

それでは次第に従いまして、町長よりご

挨拶をお願いいたします。 

●町長 

皆さん、こんにちは。本日は、令和８年第

２回七飯町総合教育会議をご案内させてい

ただきましたところ、ご出席を賜り厚くお

礼申し上げます。 

総合教育会議においては、教育振興に係

る基本的な方針、大綱を策定すること、ま

た、重点的あるいは、緊急の場合に講ずるべ

き施策について協議・調整する場でござい

ます。 

豊かな人間性と創造性を備え、社会の発

展に貢献する人間性を育み、家庭や地域、関

係機関が一体となった教育の推進は、委員

の皆様のご理解、ご協力の賜物であると思

い、改めて感謝申し上げる次第であります。

誠にありがとうございます。 

本日は、報告事項として七飯町立学校の

教育職員に関する業務量管理・健康確保措

置実施計画の策定について、協議事項とし

て令和８年度七飯町教育行政方針について

を議題とさせていただきます。 

つきましては、この会議の場で、総合的な

見解に基づき、委員の皆様のご意見を賜り

ながら協議をさせていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

以上、簡単ではありますが、挨拶とさせて

いただきます。 

●事務局（総務課長） 

 会議の進行につきましては、七飯町総合

教育会議運営要項第４条の規定に基づき、

町長が議長となりますので、よろしくお願

いいたします。 

                                       

３ 議事録署名委員の決定 

                                       

●町長 

それでは、私が議長ということでござい

ますので、次第の方に入っていきたいと思

います。 
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それでは、次第３になりますが、議事録署

名委員の決定についてお諮りいたします。

今回は財津委員にお願いをしたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

（委員より「異議なし」の声あり） 

それでは財津委員、よろしくお願いいた

します。 

                                       

４ 報告 

（１）七飯町立学校の教員職員に関する業務量管

理・健康確保措置実施計画の策定について 

                                       

●町長 

 早速ではございますが、報告事項として

次第４の（１）七飯町立学校の教育職員に関

する業務量管理・健康確保措置実施計画の

策定について、事務局から説明をお願いし

ます。 

●事務局（学校教育課長）  

 はい。それでは七飯町立学校の教育職員

に関する業務量管理・健康確保措置実施計

画の策定について、ご報告申し上げます。 

七飯町立学校の教育職員に関する業務量

管理・健康確保措置実施計画の策定につき

ましては、令和７年６月１１日に公立の義

務教育諸学校等の教育職員の給与等に関す

る特別措置法等、いわゆる給特法等の一部

が改正され、その中で服務監督権者として

市町村教育委員会において教職員の健康・

福祉を確保する業務量管理・健康確保措置

実施計画を策定することが求められたこと

から、これを策定したので、報告するもので

ございます。 

それでは、資料１の七飯町立学校の教育

職員に関する業務量管理・健康確保措置実

施計画をご覧ください。 

 計画は全１２ページとなっており、２ペ

ージからは計画の趣旨、現状、３ペ－ジから

は目標、４ページからは計画の期間、こちら

は令和８年度から１１年度までの４年間と

なっております。と、実施する業務量管理・

健康確保措置の内容、１０ページからは関

連する取組、今後のフォローアップについ

て、１２ページには、おわりにとして、教育

委員会としての実施に当たる思いについて

記載しております。 

 また、この計画は、総合教育会議において

報告が求められておりますので、本日、ご報

告したものでございます。 

 報告は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

●町長 

ただいま事務局から七飯町立学校の教育

職員に関する業務量管理・健康確保措置実

施計画の策定についての報告がありました

が、各委員の皆様よろしいでしょうか。 

（委員から意見なしの声あり） 

 それでは報告事項（１）七飯町立学校の教

育職員に関する業務量管理・健康確保措置

実施計画の策定については、報告済みとさ

せていただきます。 

                                       

５ 議題 協議事項 

（１）令和８年度七飯町教育行政方針について 

                                       

●町長 

次に、次第５の議題、協議事項（１）令和

８年度七飯町教育行政方針について、事務

局から説明をお願いします。 

●事務局（教育総務課長）  

 はい、議長。それでは協議事項（１）令和

８年度七飯町教育行政方針について、提案
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説明申し上げます。 

Ⅰ はじめに 

 昨年度、教育大綱として策定した第４次

七飯町教育振興基本計画（令和８年度～令

和１２年度）に基づき、誰一人取り残さない

持続可能な教育行政を推進してまいります。 

Ⅱ 教育基本方針 

 教育は、豊かな人間性と創造性を備え、社

会の発展に貢献する人間を育成するという

「人づくり」の使命を担うものです。 

そのため、引き続き、教職員、学校、地域、

教育委員会が相互に連携し持続可能な教育

施策を推進してまいります。 

学校教育にあっては、児童生徒を「リスペ

クト（敬意と尊重）」することを基本とした

学びの提供、生涯教育にあっては、生涯学習

の推進や生涯スポーツの振興、文化・芸術の

振興や文化財の保護等の施策を実施してま

いります。 

Ⅲ 本年度の主要施策 

第１ 開かれた教育行政の推進 

町民の信頼に応える教育行政を推進する

ため、七飯町総合教育会議との連携や教育

委員会議の公開、情報発信、教育行政方針の

点検・評価及び公表を行い、地域に根差し開

かれた教育委員会を目指します。 

第２ 幼児教育の充実 

 幼児期の教育は、能力開発、身体育成、人

格形成、情操と道徳心の涵養に極めて大切

です。家庭から幼児教育施設そして小学校

への円滑な接続、家庭や地域、関係機関が一

体となった幼児教育の推進に努めます。 

第３ 学校教育の充実 

児童生徒の基礎学力の向上と健全育成、

社会の変化に対応した教育や道徳教育の充

実を図り、質の高い教育を推進します。 

（１）学校経営の充実 

（２）基礎・基本の確実な定着に向けた指 

導の充実 

（３）道徳教育の充実 

（４）学校体育と学校保健指導の充実 

（５）特別支援教育の充実 

（６）食育の推進 

（７）教育環境の整備・充実 

を記載してございます。 

第４ 生涯教育の推進 

第５次七飯町社会教育中期計画（令和８

年度～令和１２年度）に基づき、引き続き、

町民一人ひとりが地域の自然や歴史・文化

に親しみながら、生涯にわたり全ての世代

が学び続けることのできる生涯学習推進体

制の確立を目指します。 

（１）生涯学習の充実 

（２）青少年の健全育成 

（３）文化財の保護・管理の推進 

（４）生涯スポーツの推進 

を記載してございます。 

Ⅳ むすび 

 無限の可能性を秘めた七飯町のこどもた

ちは、ふるさとの明日を担うかけがえのな

い存在です。 

 七飯町教育委員会としては、厳しい財政

状況にあっても知恵と工夫と創造で、こど

もたちが夢に向かって邁進し、健やかに成

長できるよう、教育環境の充実に努めてま

いります。 

 また、町民一人ひとりが夢と希望をもっ

て健康でいきいきとした人生を送ることが

できるよう、文化に親しみスポーツを楽し

むための生涯学習の環境づくりに取り組ん

でまいります。 

以上、提案説明とさせていただきます。ご
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審議のほどよろしくお願いいたします。 

●町長 

 ただいま事務局から令和８年度七飯町教

育行政方針についての説明がありましたが、

各委員から質問があればお願いします。 

 はい、加屋本委員お願いします。 

●加屋本委員 

 令和８年度から、５箇年の町長部局から

提出された教育振興計画になりますけれど

も、それに基づいて今年度の教育行政方針

が作成されました。この方針の素案は、教育

長が作成し、教育委員会各課長や各学校長、

あるいは関係部署に提示されて、最終的に

教育委員の意見も集約して作成されている

という、ボトムアップの形をとっておりま

すので、町長部局、教育委員会の教育政策の

方向性が同じような方向に動いているとい

うことで、とても良いことだなと思ってお

ります。今回提出されたこの方針に基づい

て、今後１年間の学校教育と生涯教育が推

進されていきますが、より大きな成果を得

るためにも、その運用に当たっては、その根

本となるいくつかの点を述べさせていただ

きたいなと思います。ここ４、５年で同じよ

うな内容を述べているので、できる限り簡

潔に提示したいと思います。１点目は、私の

方針から私たちの方針へ取組を進めていっ

てほしいということです。教育委員会にも、

学校にも職員、教職員がおります。いわゆる

組織で動いています。今回提示された方針

には、組織として必要なミッションとか、ビ

ジョンも含めて示されていて、形としては、

教育長あるいは学校経営方針は、各学校長

から出された方針ですが、組織である以上、

リーダーの私個人としてではなくて、私た

ち全員がそれを方針として捉えることが成

果を上げる第一歩じゃないかなと思います。

全職員、全教職員が経営参加の意識を持っ

て取り組むこと、その姿勢こそが重要であ

るということを、管理職の皆さんから自分

たちの部下、学校であれば学校の職員の方

にご指導いただければありがたいかなと思

っております。 

２点目ですけども、方針の行間にある意

図を読み取るということです。この方針は、

学校教育や生涯教育の目指す大きな指針と

なるものですから、その具体的な活動内容

を事細かく記すわけにはいきません。方針

の行間にある意図を丁寧に読み取り、考え、

具体的に企画し、推進することが肝要かと

思います。 

３点目です。報告、連絡、相談の重要性で

す。どのような組織にも横の連携、縦の連携

があります。これが途切れると、最初は小さ

なことでも、大きな問題として取り返しの

つかない状況に陥ります。例えば、これまで

のいじめによる自殺事件の報道を見ている

と、この報告、連絡、相談が途切れているこ

とを強く感じることがあります。この例だ

けではなくて、教育委員会や学校の日々の

業務の中でも、報告、連絡、相談が重要な局

面をもたらすことが多々あると思います。

再度、各職場でこのことの重要性を確認し

てほしいと思います。 

また、今日別の資料で出された働き方改

革の業務管理や健康確保に関するものにつ

いても、非常に重要な提案でありますが、報

告事項として取り扱っておりましたので触

れませんが、やはり報告、連絡、相談を受け

る上司の姿勢として、近年よく言われてい

るのが、おひたしみたいな言い方がされて

おります。やはり、教職員のもう一つの問題
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は、特に若い教職員が長時間労働、業務過多

などの様々な理由で早期辞職するパーセン

トがぐんぐん上がっている。学校運営が大

変になっているという事実があります。そ

の様々な理由の中の一つに、職場環境の悪

さというのが、やっぱり入っているんです

よ。これは、どこの職場でもそうかもしれま

せん。そうなるためには、上司が部下をやっ

ぱり育てていかなければならない。そうで

あったら、報連相をいただいたら、報連相は

おひたしで返す。ちなみに、おひたしのお

は、怒らない。ひは、否定しない。たは、助

ける。しは、指示をするというような言葉が

当てはめられております。以前は、そうでは

ない状況もたくさんありましたけども、や

っぱり人間関係とか、そういうのを醸成し

ていく上では、スポーツ界でもそうですが、

こういう組織上でもそうですが、コーチン

グの理論というかな、そういうのが最近出

てきていまして、こうして部下が悪いので

はなく、部下を育てない上司の能力がない

んだということもよく言われますので、そ

ういうことも頭に入れながら、指導いただ

ければいいかなと思います。まだまだたく

さんありますけど、今の３点を提示してお

きたいなと思います。以上です。 

●町長 

今の３点について、事務局の方で。 

●事務局（教育総務課長）  

はい。１点目の方針について、個々のとい

うよりは組織全体で取り組むという姿勢で、

教育委員会はじめ取り組んでまいりたいと

考えております。また、方針の行間にある意

図を読み取るというご発言もありましたけ

れども、おっしゃるとおりです。今回の方

針、やはりなるべくコンパクトにという形

でありますけども、やはり書き足りない部

分というのはたくさんございます。意図と

言いますか、中身に含まれている部分を、各

自読み取っていただきながらですね、業務

していただければと考えています。また、報

連相ということで、おひたしで返すという

ことは、私も初めて伺って、非常にいいフレ

ーズというか、いい表現ですね。怒らない、

否定しない、助ける、指示をするということ

で、我が身においてもですね、そういうこと

が本当にできているのかというと、なかな

かできていないので、非常に参考にさせて

いただきたいなと思ってございます。感想

みたいになってしまいました。ありがとう

ございます。 

●加屋本委員 

すみません。一つ言い忘れました。私は、

教育委員でも打ち合わせをして、私がこう

いう総論を話した後に、各委員から個々の

項目などについて日常考えていることとか、

あるいは特に留意すべきこととかというご

意見があると思いますので、一つ、今日、町

長、教育長、幹部職員含めて滅多にないとい

うか、１年に１回しかないことなので、有意

義な意見の交流ができればと思いますので、

町長よろしくお願いします。 

●町長 

 よろしくお願いします。教育委員会だけ

でなく、本当に今日は総合教育会議なので、

町全体ということなんですけども、４月に

はコンコードからの高校生がいらっしゃっ

て、七飯高校だとか、中学校だとか、あるい

は一般家庭でお子さんたちと交流をしたと

いうような、そういう交流事業からですね、

こどもさんたちのそういう英語に対するも

のとか、文化に対するものの興味も湧いて、
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そういう環境の中で、学校、職場においても

働く環境が大変な中で、いろいろな行事も

やりながら、本当にこどもさんにとって将

来に対してそういう価値になるものを町と

してもやっていきたいなという中で、その

軸になるのが教育委員会ということで、そ

ういう意味でこういう意見交換をしながら、

今後もこどもさんたちの未来を私たちも支

えられればいいなと思っております。ご協

力のほどよろしくお願いしたいと思います

ので、他に委員さん方から質疑をお願いし

たいと思いますが、はい、信夫委員お願いし

ます。 

●信夫委員 

日頃から考えていることなんですけれど

も、学校の教育というのは、こどもの自立に

向けて、どのようにより良い学びを提供す

るかということなんだと思うんですよ。そ

れが七飯町の将来を支えるこどもたちにつ

ながるということで、その学びをどうやっ

て保障していくのかなというのが重要な課

題の一つだと考えています。それで、今こど

もたちの状況を見ると、学力、体力、生活習

慣の課題だけではなくて、いじめだとか、不

登校だとか、家庭環境の複雑化だとか、価値

観の多様化など、こどもを取り巻く環境が、

年々複雑化して大変だなと思うんですね。

それは今後も加速するだろうというのが見

てとれます。そういう中で、こどもたちは将

来巣立っていくわけですね、社会も同様な

わけで、そんな中で、単に何が必要かなと言

ったときに、学力を高めることも一つなん

でしょうけれども、社会をどうやってより

良くしていくか、自分は人としてどのよう

により良く生きていくか、あるいは、地域と

どうやってつながっていくか、いろいろな

人と関わることで、例えばですけど、今は七

飯中学校と七飯養護学校で連携して取り組

んでいますよね。ああいう取組の中で、お互

いを認め合う、大切にする心を育てていか

ないとダメなんだろうなと最近特に感じる

んですね。だからこのことは、学校教育だけ

ではできないことなので、家庭だとか、地域

だとか、家族が将来にわたって多様な学び

を支える生涯学習の取組が重要だなと思っ

ています。ですから、ぜひこの方針と、それ

から生涯学習の取組を、町政全体でより一

層進められると、杉原町長が目指す未来に

向かって輝く七飯町になっていくのではな

いかなと思っています。ですから、その上で

大変町の予算も厳しいとは聞いております

けれども、できれば児童生徒の安全とか充

実した学び、それからこどもから高齢者ま

で学び続けて、その学びが地域に還元され

るというのか、活かされるというのか、そう

いう環境整備に今後ともお力いただきたい

なと思っています。あと、毎年も言ってるん

ですけど、夢プロ、私はとてもいいなと思っ

てるんです。ですから、そうやってたくさん

出される中で、焦点が当てられてきたなと

感じていますので、そのうち一つでも何か

大人と一緒になって、こどもたちが作り上

げて、自分たちの形になったとか、あるいは

文化祭で自分たちの自主企画の場が与えら

れて、七飯町の一員としてこう実感できる

ような、そんな場を作れるといいなと私は

思っています。ということで、取り留めない

意見も言いましたけど、そんなことを思っ

ています。 

●町長 

ありがとうございます。これは、意見交換

みたいな形ですけども、こどもさんがまず



8 

 

健康で育つこと、それから社会に出ていく

ときに、社会で順応できる力をつけるとい

う部分で、やっぱりふるさと教育というか、

地域で皆さんとそういう関わりを持って育

てていくということが非常に重要だという

意味で、七飯町がふるさとだと思えるこど

もさんたちに社会に出ていただきたいと思

いますし、中学生、高校生、その時に夢プロ

で自分の企画立案をしたものを試してみる

機会というのが、前回の総合教育会議でも

ありましたけれども、そういうような発案

から実証実験という感じで、そういう体験

ができるようなものを、企画しながら進め

られればという考え方として、思いは一緒

ですので、こどもの発想だとか、そういうも

のをチャレンジするチャンスみたいなもの

をなんとか作りたいと思いますので、今年

も夢プロの方は進めていくということなの

で、時期とか、提案をどこでどういう場でで

きるかというのも、話し合っていきたいか

なと思います。いずれにしても七飯町とい

うのは育つ環境にはいい場所だと思います

ので、そのこどもさんたちが、本当に活躍で

きるような場を作る基盤を私たちは支えて

いきたいと考えておりますので、ご意見あ

りがとうございます。あと、他の委員さんで

質問、意見はありませんか。はい、木村委員

お願いします。 

●木村委員 

はい。私は保護者目線で日々感じている

ことを感想として文にしてきたので読ませ

ていただきます。 

七飯町は、自然が豊かで美味しい食べ物

がたくさんあり、魅力ある街で子育てがで

きたことがとてもありがたいと感じていま

す。その中でも細かな課題がまだまだあり

ますが、こどもたちがのびのびと安心して

生活していくためには、と考えたとき、周り

の取り巻く環境がいかに大事かといつも感

じてきました。こどもにとって近くにいる

大人、親、学校の先生からの影響は本当に大

きく、人との関わりが良くも悪くも重要だ

なと感じています。七飯町は既にインクル

ーシブ教育やコンコードとの国際交流など、

枠を超えた交流も盛んに行われていて、こ

どもにとって貴重な経験になっていると思

います。さらに、違う学年、違う学校との交

流もどんどん取り入れてほしいと感じてい

ます。地域の方々との交流も、勉強では得ら

れない経験がたくさんできると思うので、

もっともっと交流を増やしてほしいなと思

います。例えば、保護者向けの参観日の他

に、一般公開授業のような地域の方々が授

業を見学できたり、行事に参加できる機会

があったらいいなと思います。あとは、七飯

の学校を卒業して社会人になった方を招い

て交流することも、夢を持つことのいいき

っかけになるのではないかなと思いました。

いろんな人との関わりがこどもにとってと

てもいい刺激になると思います。安全面に

ついてですが、放課後のこどもの居場所の

確保が大事かなと思っています。学童があ

っても１年生しか預けられない問題、預け

るところがないという理由で塾に行かせて

いる家庭も多く見られます。親も安心して

仕事ができることも重要なので、もっとこ

どもの居場所づくりに力を入れてほしいと

思います。近年では熊の出没も身近で起こ

っている事実があるので、生徒全員の防犯

ブザーの徹底、安全面は既に素早い対応が

行われているので、今後もこどもたちの安

全のために大人が今、何ができるのかを迅
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速に考えていってほしいと思います。以上

です。 

●町長 

わかりました。でも本当に今子育てされ

ている方とかが、学童やそれ以外の学童行

ってないこどもの居場所だとかという部分

で、学童の方も定員に対して、希望者の部

分、まだまだ入りきれてない部分もありま

すので、そこは今段階的に進めている最中

でありますけども、待機児童が出ないよう

に進めていきたいという思いは一緒であり

ます。それ以外にも、文化センターとか、大

中山コモンとか、そこの地域にある会館で、

児童館という名前ではないけれども、公民

館機能というか、そういう場所を作ってい

て、そういう意味ではこの文化センターに

図書室を移動してきて、１階のギャラリー

の方もフリースペースになって、使ってな

い時には勉強なんかもできるようにテーブ

ル、椅子を置くというような部分は、あるも

のを今は活用しながら、そういう居場所作

りを進めていきたいと思っておりますので、

保護者目線での意見、大変ありがとうござ

いました。まだまだ、思いはあるでしょうけ

ど、できることから具体的に進めていきた

いと思います。あと、質問、意見はありませ

んか。はい、財津委員お願いします。 

●財津委員 

今回の方針を見ると、すばらしくて整っ

たものだとは思いますけども、当然、理想的

な方であってほしいという目指すべきもの

がもちろん書かれてまして、すばらしいこ

とが書かれていますけども、こういうのを

見るとですね、特にそのリアルな現場とか、

リアルなこどもの部分とか、あんまりかけ

離れないようにやってほしいなと思います

ので、こどもなんかは特にそうですけど、未

成熟なところが当然あるでしょうから、輝

かしい光の部分と、影の部分と、大人に比べ

ればちょっと極端というか、コントラスト

があるのかなと思いますし、改めてそうい

う教育に携わる大事さというか、重たさみ

たいなものをすごく感じています。先生方

の働き方についてもそうですけども、民間

でもそうですけど、働き方はこうだとなっ

た場合にですね、世の中の風紀がそうなっ

てますけど、いや、俺は働きたいんだ、もっ

とこうやりたいんだ、という人の意欲まで

削がれるみたいな空気感という、こどもた

ちのために俺は時間を使いたいという人も

中にはいるのかなと思いますし、そのいろ

いろ働き方も、多様性の中で、多様性は広が

るけども、方向は一つに、空気感は一つにな

ってしまうみたいな、そのギャップは難し

くて、そういう意味でも、リアルとかけ離れ

ない理想というのは、ちょっと考えたいな

と思います。あとですね、こどものことに関

して言うと、いろいろな場面で学校関係と

トラブルがくっついたニュースがあります

ので、すばらしいいろいろな部分の中にも、

そういう流れてくる陰の情報というのは、

それぞれに何かヒントがあるのではないか

なと思って、注意深く考えていきたいなと

思います。あと、時代も変わってますけど

も、青少年の見守りというところで、指導員

もいますけども、活動としては、スーパーと

か、お祭りとかで見守って、悪い生徒がいな

いかみたいなところだと思うんですけども、

時代も変わって、スマホ問題もそうですけ

ども、こどもの影の部分が結構あるのでは

ないかなと、全くそこは見たこともないで

すし、なかなかそこを見ようもないですけ
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ど、そういう部分は、昔なら溜まり場に行っ

て悪いことしてないかを見ていたところが、

今はないに等しいと思うので、そういうと

ころもいろいろな問題に関して、いろいろ

な情報はあると思うので、そういうのも参

考にしながら、何かいい方向性とか、少しで

もリアルなこどもたちに近づいていけるよ

うな方法はないかと考えています。いろい

ろ大変だとは思いますけども、自分もこう

した方がいいという案があるわけではない

ですけども、普段気にしているところを伝

えておきたいと思います。はい、以上です。 

●町長 

そうですよね。多様化してるというのと、

ＳＮＳなどが普及して、小学校からタブレ

ット学習もしてるから、使い方もわかって

きて、いろいろな情報が学校とか、地域の中

からだけじゃなくて、世界からそういうも

のも、なによりやっぱりこどもさんが健康

で安全に育っていただきたいというか、こ

どもの事件、事故のニュースだとか、そうい

うもったいないと思う部分は、きちんとし

た管理していればというようなことも含め

ると、言われてるように、そういう部分で、

方針だとかきちんと書いてやっているけど

実際現実はどうなんだみたいな、あと、お祭

りのときも、こどもたち、中学生は特に、神

社の裏の暗い影の方に行ってお酒を飲んだ

りとか、過去に何回かそういうような事例

もあったようですけど、そこは割と現実的

に、だけど今のＳＮＳなどは、陰で悪口を言

っているとか、そういうのが見えないとい

う中で、今後の教育の中でどう対処してい

くのかという部分は、まだまだ課題があり

ますけれども、そういう把握できる範囲、あ

るいは注意指導できる範囲で、我々も学校

もですけど、地域の方々とも協力して対応

していくという形になるのかなと思います

し、特にスポーツで、全道、全国大会だとか

という部分で交通機関というか、そちらの

方のきちんとした管理支援という部分も含

めて、改めて考えていかなきゃならないの

かなと思いますし、スクールバスも常に運

行していますから、スクールバスの安全管

理にきちんと務めるような形というのを今

改めてですね、その辺のところも対応して

いきたいと思います。 

お聞きした中で、全体を通して、教育長ど

うですか。 

●教育長 

はい。委員の皆様からご意見、ご感想をい

ただきました。私たち教育委員会としても

ですね、方針的には去年とガラッと変わっ

たものではないんですけれども、こどもた

ちの健全育成という中で、今回はこどもた

ちが楽しく通える学校で、教職員もそこで

生きがいを持って過ごせるということだと

か、また、地域にも応援してもらえる学校と

いうこともテーマとして載せさせていただ

いた。地域にも応援してもらえるというの

は、教育委員会ではなくて、教育委員さんと

か、学校の先生の方から出た言葉であって、

あ、なるほどなと、そういうところはです

ね、やっぱり学校とも共有しながら、先生方

が今は働き方改革もあって、できることが

なかなか今の多種多様な児童生徒の事象に

対応するのは、非常に難しくなっているの

で、学校でできないところは、当然家庭もそ

うですけど、地域からも応援をもらう、地域

としてこどもたちを育てて、地域にこども

たちのにぎわい、先ほど町長がおっしゃっ

ていた全道大会でのこどもたちの活躍だと
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か、全国大会でのトランペット入賞ですと

か、そういうのが七飯町にとっては、こども

たちの活動がすごく応援になっているとい

うことを考えるとですね、そういういい循

環をどれだけできるかなというところだと

思います。それで、教育行政方針も美しいこ

とばかりが書いてるんですよね。ただ、我々

は校長先生、また、学校の先生方と、いかに

具現化できるかというところだと思うんで

すよね、それには先ほど加屋本先生がおっ

しゃってた、行間を読み取ってですね、書い

ていないことも、こういうことを言ってい

るだろうなということで、先生の方でも、職

員もそうですけど、考えて行動するという

ことが必要になるということと、あとは、個

人が考えても、やっぱり間違いであったり、

もう少しこうした方がいいということがあ

るでしょうから、そこは報連相をしっかり

して、事象に対しては、組織として速やかに

対応する、報連相するということが必要に

なってきますので、それらも今度の校長会

を含めて、いろいろな場面で、先生方にお伝

えしたいなと思っております。以上です。 

●町長 

全体を通して、他にございませんか。は

い、加屋本委員お願いします。 

●加屋本委員 

まず、木村委員から、放課後のこどもの居

場所的な話がありましたけども、小学校は

学童があるんだけども、支援者が多くて、支

援者しかないということもありましたが、

この思春期真っ盛りの中、高校生について

も、放課後の居場所というのは大事じゃな

いかなということで、皆さんご承知の通り

だと思いますけども、数日前に北海道新聞

でも報道されてましたけども、中高生のよ

りどころということで、教育大学の高階由

香理さんという方たちが立ち上げた「みち

どこ」という組織を作って、一人じゃないん

ですけども、仲間を誘って、毎月場所がシエ

スタなんですけど、そこに来て、いわゆる中

高生と大学生がいろいろなことを語り合う

という、七飯町というのは、そういうのがで

きるギリギリのラインかなと私は思うんで

すよ。コモンだとか、今図書室で居場所がで

きているので、そういうところなどにも何

らかの企画というか、具体的にこういう方

に聞いてみて、どのようにして、どういうシ

ステムでやってるのかを聞いて、月１回で

もそういうのができれば、中高生、やっぱり

大事な人、いろいろなことを話し合うとい

うのは、やっぱり生きがいになって、いい取

組かなと思うので、付け足して意見させて

いただきたいと思います。 

●町長 

大学生と中高生という世代を超えた、先

輩というか、中学時代の頃、私もこうだった

よみたいな、そういうような、今は、兄弟が

いる家ならあれかもしれないですけど、そ

ういう社会的なつながりの中で、そういう

場もあれば、非常にこどもさんたちの情操

教育にもいいのかなとお話を聞いて思いま

した。確かにあそこの高校生とか多い場所

だから、シエスタ辺りは、いつ行ってもいっ

ぱいですもんね。  

●加屋本委員 

そうです。全ホール、４階部分全部に広げ

てました。私がその中に入っていくと、なん

で来たの、みたいな感じなんです。余談です

けど。 

●町長 

本当に今全部使ってて、会議室みたいな
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のがあったのに、そこも開けてやってます

もんね、なんかそういう交流する場も、町の

施設的には、自由に使える施設なので、大中

山コモンでも、文化センターでも、大沼婦人

会館でも、そこでそういうものも、大学生な

んかも、七飯町内には、大学がないから、大

学生との交流というのも、そういう機会も

なんか作れればですね、この間コンコード

の交流なんか見てると、向こうの高校生と

英語は堪能ではないけども、音楽で、楽器持

つと垣根なくというか、そういう楽器とか、

文化スポーツで交流するというもので、世

代を超えたつながりというのも生まれてく

るでしょうし、幅広く視野に入れて、委員さ

ん方からのご意見も踏まえながら、またこ

れを来年パワーアップしていくというよう

な形でいきたいと思います。 

あとは、ございませんか、それでは、意見

交換も含めて、教育行政方針は文書では書

き込めない部分というか、書き尽くせない

部分もあるんですけれども、皆さんからい

ただいたご意見も含めながら、令和８年度

の教育行政方針という形で、この内容で説

明させていただきたいと思っておりますが、

皆さんご了承いただけますでしょうか。  

（委員から異議なしの声） 

はい、ありがとうございます。それでは、

ご了承を賜ったということで、審議を終了

させていただきます。 

                     

６ その他 

                     

あと、次第６その他なんですけれども、事

務局は、特にないですか。 

●事務局（総務課長） 

 特にありません。 

●町長 

委員さん方から何かありませんか。はい、

加屋本委員お願いします。 

●加屋本委員 

財津委員も少し触れられましたが、今回

教員職に関する計画が出されて、これは報

告事項として、ここまできましたけど、この

教育改革の本質というのは、各学年までき

ちんと学んで、ここにも書いてあるんです

けども、なかなかそれも力を入れて、どうい

うことなるかと考えてたら、なかなか大変

難しいことと思うけども、この１点目は、決

して目的を取り違えないように、現場はそ

うなっていくんですよ、数字を与えられる

と、それを実行していかないとダメな感じ

になる。でも、そうじゃない、それが本来の

目的じゃないんだということを常に忘れな

いということと、教員の中にもやっぱり自

主性というか、あるいは教師の使命感にお

いて、こういうことをやってみたいとか、そ

ういう先生もいるんですよ。だからそうい

うものについては、きちんと保障していっ

て、そういう取組なども各学校で、工夫して

いってほしいなと思います。最後、突き通し

た形になりましたけど、ありがとうござい

ました。 

●町長 

今の点について、事務局の方ではどうで

すか。 

●事務局（学校教育課長）  

在校時間というのは、率直な数字をその

まま出すようにしております。学校の管理

職が数字目標を第一に進めることがないよ

うに進めております。先ほど、委員皆様もお

っしゃるとおりですね、学校の先生方のこ

どもに対する時間を惜しむ方はいらっしゃ
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らないんですね、ただ、業務ではない部分で

忙しくなって、時間が取られるというのが、

この働き方改革の中心だと思いますので、

単純に先生が楽をするということではなく

て、先生がこどもに触れる時間を多く取る

ために進めているということで、こちらの

方は、私どもから学校の先生方、校長会とか

を通してお話しさせていただいてますので、

そういうことでご理解いただければと思い

ます。以上です。 

●町長 

その辺の意味合いを含めて、学校の方に

周知していただきたいなと思いますので、

よろしくお願いします。今回こういうのが

初めてということでいいんですかね。 

●事務局（学校教育課長） 

同じような計画は元々ありました。ただ、

今回、法律改正に伴って、この計画を作りな

さいということで、新たにそれをブラッシ

ュアップして作ったのが、この計画になり

まして、総合教育会議で報告するようにと

いう、そこも義務づけられましたので、今回

ご報告ということで、先ほど教育委員会議

の方でご承認いただいて、今回ご報告をさ

せていただきました。  

●町長 

現実と理想のギャップというものもある

ので、そういうことも含めて現場の意見も

聞いていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。あと、他にございま

せんか。 

（委員から特になしの声あり） 

                     

７ 閉会 

                                       

●町長 

大変ありがとうございました。これをも

ちまして議事進行は、終わらせていただき

ます。皆さん本当にご意見ありがとうござ

いました。 

●事務局（総務課長） 

 町長、議事進行大変お疲れ様でございま

した。これをもちまして、令和８年第２回七

飯町総合教育会議を終了いたします。大変

お疲れ様でした。ありがとうございました。 

 

午後５時２０分閉会 
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